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１．会社概要（２０１６（平成２８）年） 

名  称：日本エフディ株式会社 

代表者名：代表取締役社長 金森 真一 

設  立：平成９年９月２２日 

営業開始：平成１０年１月１日 

資 本 金：９０，０００千円 

所 在 地：〒399-8205 長野県安曇野市豊科２０９５－１ 

      TEL 0263‐72‐5568／FAX 0263‐72‐5569 

敷地面積：１３,６０８m2 

事業概要：凍結乾燥（フリーズドライ：ＦＤ）食品及び添加物の製造、販売 

 営業許可：そうざい製造業･乳製品製造業･添加物製造業･食肉製品製造業 

環境管理責任者：研究開発部長 横山 篤    

事業規模： 

生産量（2016年） ７２９．０ｔ 

売上高（2016年）  １，６６８百万円 

従業員数（2016年 12月）  ６３人 

延床面積（2016年 12月） ７,６６８m2 

２．エコアクション２１対象・登録範囲と会社組織図 

  

  認証・登録範囲 

総務部 SCM部 生産部 研究開発部 品質保証部 

株主総会 

取締役会 

代表取締役社長 

製造第１グループ FDグループ 製造第２グループ 工務グループ 
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３．「環境基本方針」・「生物多様性宣言」 
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４．環境目標の策定（単年・中期） 

アサヒグループとしての環境取組み目標「アサヒ環境ビジョン２０２０」の達成目標数値をベースと

して、環境基本方針と環境への負荷及び取組への自己チェックの結果を踏まえ、又事業活動の目標も考

慮し、環境目標を策定した。 

環境基本方針 管理項目 
今年度の環境目標 

（２０１６年） 

中期計画最終年度の環境目標 

（２０１８年） 

省 エ ネ ル ギ

ー、ＣＯ2 

排出量の削減 

1) 電気・灯油の効

率的使用 

2) 車による CO2 排

出量の削減 

1) ２００８年度実績に

対して１７％削減 

2）２０１０年度通勤車両

のＣＯ２排出量に対して

１７%削減 

1)２００８年度実績に対して２０％

削減 

2)２０１０年度通勤車両のＣＯ２排

出量に対して２０％削減 

水資源の保全 1) 水の効率的使用 

2) 排水の水質管理

の徹底 

1) ２００８度実績に対

して１５％削減 

2)自主排出基準の厳守 

･排水関係事故０件 

1) ２００８度実績に対して２０％

削減 

2)水資源の確保 

3)排水関係の事故 0件 

廃 棄 物 の 削

減、リサイク

ルの推進 

1)廃棄物の削減 

2)リサイクルの推

進 

1-1) 廃棄物を２００８

年度実績に対して３０％

削減 

1-2) 食品廃棄物を２０

０８年度実績に対して３

４％削減 

2) 食品廃棄物１００%の

リサイクル化継続 

1-1) 廃棄物を２００８年度実績に

対して４０％削減 

1-2) 食品廃棄物を２００８年度実

績に対して４２％削減 

2)食品廃棄物１００%のリサイクル

化継続 

環境にやさし

い製品調達の

推進 

環境にやさしい文

具の把握及び調達

計画の立案、推進 

1） 環境にやさしい製品

サービス及び資材の

調達、資材のグリーン

調達２５％以上 

2） 環境にやさしい製品サービス及

び資材の調達、資材のグリーン調

達４０％以上 

情報開示、コ

ミュニケーシ

ョンの推進 

1)環境情報の発信 

2)主要協力会社等

との環境活動の実

施 

3)地域との環境活

動の推進 

1) 環境活動レポートの

公表 

2) 環境活動への協力要

請       

3) 工場周辺美化活動 

1）環境活動レポートの公表 

2）環境活動への協力要請       

3）工場周辺美化活動 
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５．環境活動計画の内容 

１）エコアクション２１委員会組織について 

・エコアクション２１活動の推進のため、エコアクション２１委員会を組織し、引続き活動を行った。 

 

 

  

研究開発部
環境推進者１名

エコアクション２１委員会

委員組織図

品保･研究開発部門
環境責任者

生産部門/FD・工務ｸﾞﾙｰﾌﾟ
環境責任者

事務所部門/総務SCM
環境責任者

環境管理責任者

総務部SCM部
環境推進者１名

第一グループ
環境推進者１名

第二グループ
環境推進者１名

環境経営責任者
代表取締役社長

品質保証部
環境推進者１名

ｴｺｱｸｼｮﾝ２１事務局
事務局長

局員（設備担当）１名

役割・責任・権限 活動 頻度
l 環境経営に関する統括責任 環境目標設定 年次
l 環境管理システムの実施及び管理に必要な経営資源を用意

l 環境管理システムを構築、実施、管理 環境活動計画作成 年次
l 環境活動実施計画の実績集計 ｴｺｱｸｼｮﾝ21委員会開催 月次
l 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境責任者 l 自部門における環境管理システムの実施 各部門活動計画作成 年次
環境推進者 l 自部門の従業員に対する環境訓練の実施 部門毎の環境ﾁｪｯｸﾘｽﾄ作成 逐次

l 自部門に関連する環境目標および環境活動計画の実施、達成状況の報告 週毎にﾁｪｯｸﾘｽﾄ運用 毎週
l 自部門に必要な環境関連手順書の作成、運用管理

l 自部門に必要な緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練、記録

l 自部門の問題点の発見、是正、予防措置 部会の開催 月次
l 環境基本方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 ﾁｪｯｸﾘｽﾄに基づく自己ﾁｪｯｸ 毎週
l 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営責任者

環境管理責任者
・事務局

全従業員

役割・責任･権限一覧表

四半期毎各部門活動
進捗まとめ

四半期
毎
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２）環境活動計画の内容と取り組み  

 

目標 

 

環境目標値 

（絶対値） 

電機・灯油・水 

活動目標値

（2016 年 FD 釜

稼働数ﾍﾞｰｽ） 

 

活動目標 

 

行動目標 

 

責任

者 

 

実施

者 

 2016 年環境活動計画目標値の設定について  

環境目標値（合計数量値）に対し、凍結乾燥（FD）機の釜稼働が会社業務の柱であり、釜稼働は受注

製品量の増減に伴い増減する装置産業としての実態を踏まえ、釜稼働数と使用量の相関関係にある電気・

灯油・水について、活動計画の目標値として、基準年（2008 年）の釜稼働実績 1 釜当りの使用数量を原

単位として、環境活動としての目標値を設定し、2016 年の活動取組みを行った。 

また、その他の項目については、環境目標値としての達成状況を踏まえ、前年比削減目標を設定し、

2016 年の活動に取り組んだ。 

【削減目標設定の基準年（2008 年）実績：FD 時間 21,284.75ｈ 釜数 924】 

省エネルギー・CO２排出量の削減 

１）電気･灯油

効率的使用 

 

・電力使用量

削減 

  

  

  

  

  

2008年実績比 

17％削減 

  

  

目標値 

3,375 千 kwh 

  

  

2008年FD1釜

当りの電気使用

量 実 績 ＝

4,386.3kwh/釜 

１釜当りの電

気使用量を基準

として、削減目標

値 17％削減とす

ると＝ 

3,640.6kwh/釜 

 2015年FD1釜

当りの電気使用

量＝ 

3,367.0kwh/釜 

１釜当りの削

減目標は達成済

み 

◎FD１釜当たり

の電気使用量 2015

年比 1％削減＝

3,333.3 kwh/釜 

【チャレンジ目

標】 

○FD１釜当たり

の電気使用量を前

年比３％削減＝

3,266.0 kwh/釜 

 

○機器使用時間の

把握 

主要品目の FD

時 間 を 前 年 比

1％短縮 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

新製品設計時、電

力削減する工程

策定 

既存製品の行程

見直しによる電

力削減 

担当

部長 

委

員 

特定の使用機器

の使用時間の把

握 

担当

部長 

委

員 

機器の更新によ

る省電力化 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

・灯油使用量

削減 

  

2008年実績比 

17％削減 

目標値 

403KL 

  

  

2008年FD1釜

あたりの灯油使

用量＝523.8 ㍑ /

釜 

１釜当りの灯

油使用量を基準

として、削減目標

◎FD１釜当たり

の灯油使用量を前

年比 1 ％削減＝

419.1 ㍑/釜 

 

【チャレンジ目

標】 

主要品目の FD

時間の 1％短縮 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

新製品設計時、灯

油削減する工程

策定 

開発

部門 

委

員 
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値 17％削減とす

ると＝ 

434.7 ㍑/釜 

*2015 年 FD1 釜

あたりの灯油使

用量＝423.3 ㍑ /

釜 

１釜当りの削

減目標は達成し

ている 

○FD１釜当たり

の灯油使用量を前

年比３％削減＝

410.6 ㍑/釜 

 

既存製品の行程

見直しによる灯

油削減 

蒸気漏れ時の対

応と予防策の作

成 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

機器の更新によ

る省電力化 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

・使用機器の

把握 

  

全機器リスト

化 

  

  

  

○蒸気漏れの予防

対策の作成・保温 

機器の保全リス

ト作成 

事務

局 

担当

部長 

全

社 

２）CO２排出

量の削減：車

からの排出量

削減 

2010年実績比 

17％削減 

  ○通勤車両からの

CO2 排出量の削減 

運転教育 事務

局 

全 

社 

水資源の保全 

１）用水（地下

水） 

・使用量の削       

減 

  

2008年実績比 

17%削減 

目標値 

120.1 千㎥ 

  

  

2008年FD1釜

あたりの水使用

量＝156.1 ㎥/釜 

１釜当りの灯

油使用量を基準

として、削減目標

値 17％削減とす

ると＝129.6 ㎥ /

釜 

2015年FD1釜

あたりの水使用

量＝211.8 ㎥/釜 

未達成となる。

新たに前年比目

標設定する 

◎FD１釜当たり

の水使用量を前年

比 30 ％ 削 減 ＝

148.2 ㎥/釜 

 

**水使用量内訳** 

生 産 活 動 用 水 

11％ 

カ サ バ 冷 却 水 

38％ 

そ の 他 冷 却 水 

51％ 

冷 却 水 の 削 減

60％ 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

部門毎水使用時

間の把握と短縮 

担当

部長 

委

員 

新製品設計時、水

削減する工程策

定 

開発

部門 

委

員 

機器の更新によ

る水使用量の削

減 

事務

局 

担当

部長 

委

員 

2）排水関係事

故ゼロ 

  

  

  

  

○排水関係事故 0

件 

排水処理設備の

安定管理 

事務

局 

委

員 
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3）排水の清浄   

化 

    ○排水の均一化 排水処理負荷の

均一化 

事務

局 

委

員 

高濃度排液処分

方法の検討 

事務

局 

委

員 

廃棄物の削減、リサイクルの推進 

１）廃棄物排

出量の削減 

  

  

  

  

  

  

2008年実績比 

30％削減 

目標値 

131t 

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

○産業廃棄物 2008

年実績 186.8ｔ比

30％減 ＝131ｔ 

○チャレンジ目標 

破損による備品の

廃棄 2％減＝3.7ｔ 

（2015 年排出量

3.8ｔ見込み） 

廃棄物排出量前

年実績維持 

担当

部長 

委

員 

開発部門で試作

原料の削減・リサ

イクル 

開発

部門 

委

員 

新製品・既存製品

の導入資材の簡

素化 

開発

部門 

委

員 

作業ミスによる

備品の破損の低

減 

事務

局 

委

員 

２）食リ法に

基づく食品廃

棄物発生の抑

制 

①発生の抑制 

  

2008年実績比 

34％削減 

目標値 

45t 

  

廃棄損の削減 

製造不良の削減 

期限切れ廃棄の

削減 

  

  

○食品廃棄物： 

 ２０１５年実績

の維持 

（２０１５年排出

量 35ｔ見込み） 

 

○チャレンジ目

標： 

不具合による廃

棄量前年比 20%減

の 2.2ｔ  

（2015 年 2.7ｔ見

込み） 

食品廃棄物の再

生利用を優先順

位の高いものか

ら取り組む 

事務

局 

委

員 

生産部門で製造

不良品を重量ベ

ースで 2 割の削

減 

担当

部長 

委

員 

試作品食品廃棄

物の削減・リサイ

クル 

開発

部門 

委

員 

新製品及び既存

品食品廃棄物削

減する工程策定 

開発

部門 

委

員 

②再生利用 

  

目標値 

100%再利用 

  

  

○食品廃棄物の再

利用 100% 

間接部門の食品

廃棄物（生ゴミ）

の軽量化の継続 

担当

部長 

委

員 

食品廃棄物のガ

ス化の継続 

事務

局 

委

員 

環境にやさしい製品の購入 

１）環境にや

さしい製品

資材のグリー

ン調達 

  

  

○事務用品使用金

額の把握 

全社的な事務用

品使用金額の把

担当

部長 

委

員 



日本エフディ株式会社環境活動レポート 2015.1～12 

 

10/15 

購入 

 

２）間接部門

資材の削減 

  

25％以上 

 

資材・事務用

品の適正化 

  

  

  

  

 

○資材・事務用品

のグリーン調達 

 

○製品包材の簡素

化 

握 

資材のグリーン

調達の推進 

担当

部長 

委

員 

新製品・既存品の

資材を簡易包装

化もしくは資材

のグリーン調達

の推進 

担当

部長 

委

員 

情報の開示、コミュニケーションの推進 

１）環境情報

の発信 

２）主要協力

会社との 

環境活動の

充実 

３）地域との

環境活動の

推進 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

○環境レポートの

活用 

  

○グループ内・協

力会社間での情報

の共有 

 

○地域との環境活

動の推進 

  

環境レポートを

当社ホームペー

ジに掲載し情報

を発信する 

事務

局 

事

務

局 

グループ内の情

報共有を行う 

協力会社との情

報共有を行う 

担当

部長 

委

員 

会社周辺の清掃

活動を行う 

担当

部長 

委

員 

 

３）教育訓練及び緊急時対応の取組について 

①教育訓練 

社内教育（全社員・関連社員）は、新入社員への教育を都度実施した。 

月毎のユーティリティー使用状況を掲示し、活動計画の進捗状況を全社員に把握してもらっ

た。 

部門内教育（各部門社員に対して）は環境委員に対して委員会活動を通して実施した。 

社外教育（環境関係各講習会・研修会、関係法令講習会・研修会、省エネの研修会）も環境委

員のスキルアップを主体として受講することができた。 

 

②緊急時対応訓練 

  緊急時の対応は３項目あるが、訓練は年１回 ３項目の中の１項目を行い、３年で全項目を完

了することとしている 

本年の緊急時対応訓練は 10/27に行った。本年は、灯油の公共水域への流出時の対応訓練を行

った。次年度は苛性ソーダの公共用水域への流出時の対応訓練を行う。
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６．環境数値目標に対する実績（２０１６年１月～１２月） 

増減：○削減目標達成、△削減、×増加 

取り組み項目 

基準年 ２００８年 

/ 釜数 927 釜 

排出量使用量等 

２０１６年目標 

目標値（合計数値） 

２０１６年実績 / 釜数１,２４４釜 
増

減 排出量使用量等 目標比増減 
活動目標（1 釜当り） 

電気使用量の 

削減 
４，０６６千ｋｗｈ 

2008 年比１７％減 

３，３７５ 千ｋｗｈ 
４，３６５ 千ｋｗｈ 2008 年比１０７．４％ × 

釜当り 2015 年比 1％減 

３，３３３．３ kwh/釜 
３,５０９.１kwh/釜 

 釜当り 2015 年比 

１０５．３％ 
× 

灯油使用量の 

削減 
４８５．６ ｋｌ 

2008 年比１７％減 

４０３.１ ｋｌ 
５５６．４ ｋｌ 2008 年比１１４．６％ × 

釜当り 2015 年比 1％減 

４１９．１ ㍑/釜 
４４７．３ ㍑/釜 

 釜当り 2015 年比 

１０６．７％ 
× 

ＣＯ2 発生量の 

削減 
３，６１６．３ｔ-CO2 2008 年比１５％削減 ３,８５８．８ｔ-CO2 2008 年比１０６．７％ × 

用水使用量の 

削減 
1４４，７２３㎥ 

2008 年比１７％削減 

１２０，１２０ ㎥ 
１６５，２５４ ㎥ 2008 年比１１４．２.％ × 

釜当り 2015 年比 30％減 

１４８．２ ㎥/釜 
１３２．８ ㎥/釜 

釜当り 2015 年比 

８９．６％ 
○ 

廃棄物排出量の 

削減 
１８６．８ｔ 

2008 年比３０％削減 

１３０．７ ｔ 
１２２．０ｔ 2008 年比６４．８％ ○ 

食品廃棄物排出

量の削減 
６７．５ｔ 

2008 年比３４％削減 

４４．６ ｔ 
１５．０ｔ 2008 年比２２．２％ ○ 

2015 年実績の維持 

２５．１t 
１５．０t 2015 年比５９．８％ ○ 

食品リサイクル率

の向上 

リサイクル率

100% 

リサイクル率 

 １００％維持 
 リサイクル率 100％ ○ 

グリーン品購入 

の促進 
 

グリーン調達 

 ２５％以上 

グリーン購入：  

２１０/４９５品目 
４２．４％ ○ 

【環境レポート作成にあたり使用した電気事業者別二酸化炭素排出係数について】 

・２０１６年通産省発表：中部電力 二酸化炭素 調整後排出係数０．４９４（kg-CO2/kWh)を使用 
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７．環境活動計画の取組み結果とその評価、次年度の取組み内容 

 （１）環境活動計画の取組み結果とその評価 

    活動における評価については、「アサヒグループ環境ビジョン２０２０」のグループ達成目標

数量に準じて設定した絶対数量目標値はあるが、実態としての活動評価としては、受注が中心の

装置産業的な業務形態による乾燥機稼働数の増減を踏まえて、「釜当り使用量原単位目標値」を

合わせて評価する。 

① 釜数比較：２０１６年釜数は、基準年２００８年比１３５％の釜数増加。 

 

② 釜当り使用量を原単位とした使用量比較： 

   

  

③ ＣＯ２排出量の年度比較： 

 

※2015年電気 CO2排出量調整後係数：0.509 / 2016年電気 CO2排出量調整後係数：0.494 

1-12月計 基準年比

924 100%
1294 140%
1244 135%

2008年(基準年）
2015年
2016年

年

灯油使用 原単位

L L/釜数

2008年 485,600 520

2015年 539,200 418

2016年 556,400 447

年

灯油

電気使用 原単位

ｋｗｈ kwh/釜数

2008年 4,066,092 4,358.1

2015年 4,343,964 3,367.4

2016年 4,365,312 3,509.1

年

電気

水使用量 原単位

ｍ3 L/釜数

2008年 144,723 155.1

2015年 247,504 191.9

2016年 165,254 132.8

年

水

排出量 原単位

ｋｇ kg/釜数

2008年 186754 200.2

2015年 133757 103.7

2016年 121981 98.1

年

廃棄物

排出量 原単位

ｋｇ ｋｇ/釜数

2008年 67,524.0 72.4

2015年 25,174.4 19.5

2016年 14,979.0 12.0

年

食品廃棄物

年 単位 年間排出量

2008年 ｔ 3,616

ｔ 3,901

% 108

% 118

ｔ 3,859

% 107

% 99

2016年

排出量

排出量2008年比(目標85%)

排出量（前年比）

2015年

排出量

排出量2008年比(目標85%)

排出量（前年比）

項目

排出量
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・釜（乾燥機稼働数）当たりを原単位とする使用量比較では、基準年２００８年比、灯油、電

気、水、廃棄物、食品廃棄物ともに「効率化」を達成しているが、総量としては釜稼働数年間合

計が３５%増加しており、ＣＯ２排出量としての目標は未達成の結果となった。 

・釜数＝エネルギー使用量の増減の観点からの原単位比較については、一応実態を反映した比較

方法であると評価できるが、もう少し突き詰め、釜毎の脱水量としての比較をしてみると、次の

通り１釜当り脱水量に差がある。２０１６年は前年と比較して１釜当り脱水量は１１５％。 

 ２０１６年は２００８年比では１２９％。 

・脱水は、容器内を真空状態にした中で「昇華」の為のエネルギーを加える事で、連続的に昇華

脱水が進む事を考えると、２０１５年との比較では１釜当りの脱水量が多かった為、１釜当りの

エネルギー使用量としての前年比削減達成できなかった要因だったと考えられる。 

・次年度の原単位での比較は、脱水量当たりの灯油、電気、水、廃棄物の比較で前年減を目指し

活動を行うようにする事としたい。 

・日常活動における、各部署単位の「環境チェック表」の運用は、月次のエコアクション２１委

員会の開催と合わせ、四半期毎の取り纏め発表と振り返りを実施し、全員参加での環境意識の維

持強化と廃棄物削減、省エネなどに継続的な取り組みが出来たと評価する。 

 

（２）次年度の取り組み内容 

次年度見直しが必要な活動内容について課題は次の通り。 

１、灯油、電気使用量削減目標として、脱水量１kg当りの使用量を原単位とした目標を設定して

取り組む。 

２、ＣＯ２排出量の削減として、通勤車両のＣＯ２削減のために燃費向上の啓蒙だけでなく、電車

通勤の推奨を次年度に向けて整備する必要がある。 

３、食品廃棄物削減として、製造ミスによる不具合の削減のために現場との情報の共有化を進め

現状の把握をし、ミスを無くす為の手順を現場作業員全体で検討する。 

４、次年度計画されている設備導入は、工務部会等で協議し、導入後はエネルギー推移を確認し

て行く。 

５、エコアクション２１委員会活動を維持し、各部署単位での環境活動を活性化する為、各部重

点課題として積極的に取り組む。 

 

 

 

  

脱水量（ｔ） 2008年 828 0.89ｔ/釜
2015年 1,286 1.00ｔ/釜
2016年 1,486 1.15ｔ/釜
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟

等の有無 

①環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価       遵守状況確認日 平成 29年 2月 24日 

法令等 遵守状況 評価 

水質汚濁防止法 各規制値はそれぞれ監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

下水道法 各規制値はそれぞれ監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

廃棄物処理法 廃棄物保管場所の表示は指導要項に沿って掲示されている 

契約書・帳簿・管理票・管理票交付状況報告 各書類は適正に管理さ

れている 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書は提出されている 

契約している産業廃棄物処分場の許可証・現地の確認が行われている 

 

 

○ 

 

高圧ガス保安法 冷凍機保安検査が実施されている ○ 

安曇野市公害防止条例  特定施設の届出書類は適正に管理されている ○ 

省エネルギー法 第二種エネルギー管理指定工場届済 ○ 

フロン排出抑制法 対象機器の廃棄は行われておらず、冷凍機は適正に管理されている ○ 

毒劇物取締法 対象物は適正に管理されている。 ○ 

消防法 危険物地下タンク定期自主点検・消防設備等点検結果報告 ○ 

騒音規制法 規制値は監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

大気汚染防止法 

安曇野市環境保護条例 
対象となる機器の設置・変更は行われておらず適正に管理されている ○ 

長野県地球温暖化対策条例 排出抑制計画及び達成状況の報告は行われている ○ 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の廃棄は行われていない ○ 

自動車リサイクル法 社有車の廃棄は行われておらず、適正に管理されている ○ 

食品リサイクル法 食品廃棄物再生利用等の 2011年基準実施率：達成(実施率 100%） 

食品廃棄物発生量抑制の実施量把握 

食品廃棄物再生利用の実施量把握 

食品廃棄物減量の実施量把握 

 

 

○ 

PCB 廃棄物の適正な処理の

処理の推進に関する特

別措置法 

廃棄物保管場所の表示は指導要綱に従って掲示されている 

保管状況の報告書も提出されている 
○ 

・環境関連法規については、環境関連法規遵守チェック表にて取りまとめ評価し、定期的にチェック・

見直しを実施し、違反、漏れが合った場合は是正する仕組みを作り、計画通り実施した。 

②過去 3年間関係当局から環境関連法規制に付いての指導・指摘は１件もなかった。 

③奉仕活動としての社外清掃活動を行う事による周辺美化、法令遵守による公害防止により訴訟・指

摘は１件もなかった。 
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 

 【代表者としての評価】  

   ユーティリティーは脱水１ｋｇ当たりの使用量を比較し、しっかりした原因追究に基づいた対

策立案ができる仕組みを作っていく。 

   省電力のための新規設備のテストは芳しくなかったため中断するが、省エネ設備は中期的な大

きな課題であるため、太陽光発電設備、冷凍設備等の導入に向けて情報収集に着手し、具体的な

計画の策定を推進していく。 

   自責不具合による廃棄損は大幅な削減が出来てきているが、引き続き撲滅を目指して事実確

認、原因追究をより深堀りして抜本的な対策が立案できるようＰＤＣＡを廻していく。 

   各環境活動は項目を更新したり、新たな施策を立ち上げて活性化に努め、全社的な意識向上に

つなげていく。 

 以上 


